
は
じ
め
に
－
　
「
群
れ
の
文
化
」
が
引
き
起
こ
し
た
人
災
　
１

Ｉ
　
古
い
脳
か
ら
生
ま
れ
た
文
化
、
新
し
い
脳
か
ら
生
ま
れ
た
文
明

　
　
文
化
、
そ
の
不
可
思
議
な
る
も
の
　
1
6

　
　
多
様
化
が
進
ん
だ
「
群
れ
」
の
社
会
を
繋
ぎ
と
め
る
も
の
　
２
０

　
　
本
能
を
司
る
古
い
脳
　
２
４

　
　
感
情
を
伴
う
「
記
憶
」
は
古
い
脳
に
刻
ま
れ
る
　
２
８

　
　
新
し
い
脳
が
巨
大
化
し
た
動
物
"
ヒ
ト
"
3
1

　
　
「
欲
動
す
る
機
械
」
と
化
す
人
間
-
新
し
い
脳
と
古
い
脳
の
狭
問
で
　
3
5

　
　
文
化
は
自
然
の
摂
理
の
代
替
品
　
4
1

　
　
な
ぜ
文
化
は
遺
伝
子
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
る
の
か
？
　
４
４

　
　
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
の
構
造
論
か
ら
見
た
体
系
と
し
て
の
「
文
化
」
　
４
６

　
　
文
明
は
新
し
い
脳
か
ら
誕
生
し
た
！
　
５
２

Ⅱ
　
群
れ
の
文
化
史
観
序
説
-
「
個
の
確
立
」
と
「
群
れ
文
化
」
の
関
係

　
　
【
欧
州
編
】

　
　
生
物
の
根
本
に
あ
る
「
群
れ
」
の
文
化
、
人
間
が
生
み
出
し
た
「
個
の
確
立
」
の
文
化
　
６
０

　
　
欧
州
統
治
に
は
普
遍
思
想
が
不
可
欠
だ
っ
た
!
　
6
3

　
　
「
三
位
一
体
」
の
教
義
の
変
貌
-
一
元
論
の
ギ
リ
シ
ャ
人
と
ニ
元
論
の
ロ
ー
マ
教
会
　
６
６

　
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
を
土
台
に
し
た
抽
象
化
の
論
理
　
７
２

　
　
ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
の
「
な
ぜ
？
」
の
精
神
か
ら
誕
生
し
た
「
個
の
確
立
」
　
７
６

　
　
「
個
の
確
立
の
文
化
」
は
社
会
変
革
を
促
し
た
　
8
2

　
　
神
に
代
わ
っ
て
登
場
し
た
「
啓
蒙
思
想
」
―
民
本
王
義
と
資
本
主
義
は
ど
う
や
っ
て
誕
生
し
た
の
か
？
　
８
７



気
候
・
風
土
に
差
異
を
も
た
ら
す
ア
ル
プ
ス
山
脈
は
欧
州
文
化
の
分
水
嶺
　
９
２

自
然
環
境
に
影
響
さ
れ
る
宗
教
と
「
知
」
―
北
の
晋
通
的
な
科
学
の
知
、
南
の
感
覚
的
な
ト
ピ
カ
の
知
　
9
6

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
直
截
的
！
？
　
９
９

西
欧
諸
国
見
聞
記
　
1
0
1

【
日
本
編
】

「
群
れ
の
文
化
」
で
発
展
し
続
け
た
日
本
　
1
2
8

縄
文
人
は
優
れ
た
技
術
の
持
ち
主
　
1
3
0

稲
の
交
配
が
日
本
を
救
っ
た
！
？
　
1
3
5

自
然
に
「
完
全
な
る
秩
序
」
を
見
た
日
本
人
　
1
3
9

日
本
的
な
「
万
有
一
体
感
」
と
霊
魂
観
　
１
４
３

「
産
む
力
」
の
崇
拝
か
ら
誕
生
し
た
先
祖
回
帰
意
識
　
1
４
8

　
　
子
孫
の
記
憶
を
頼
っ
た
生
命
の
永
続
シ
ス
テ
ム
　
1
5
1

　
　
先
進
工
業
国
で
あ
り
な
が
ら
、
呪
術
的
信
仰
が
い
ま
な
お
残
る
日
本
　
1
5
5

　
　
「
ム
ラ
」
と
「
ヨ
ソ
」
を
分
け
る
日
本
人
の
「
群
れ
」
意
識
　
1
6
1

　
　
日
本
に
も
「
個
の
確
立
」
を
し
よ
う
と
し
た
時
代
が
あ
っ
た
！
　
１
６
４

　
　
「
群
れ
の
文
化
」
と
近
代
文
明
と
の
衝
突
　
1
6
8

Ⅲ
　
３
・
1
1
原
発
事
故
の
背
後
に

　
　
「
群
れ
の
文
化
」
が
引
き
起
こ
す
悲
劇
の
数
々
－
日
航
羽
田
沖
墜
落
事
故
・
東
海
村
臨
界
事
故
　
１
７
４

　
　
「
３
・
１
１
」
原
発
事
故
の
恐
る
べ
き
本
当
の
原
因
　
１
７
９

　
　
東
電
に
見
る
「
群
れ
体
質
」
の
危
険
性
　
1
8
6

　
　
「
群
れ
官
庁
」
の
縦
割
り
構
造
と
東
電
の
人
災
　
1
９
２



　
　
日
本
官
僚
へ
募
る
海
外
か
ら
の
不
信
感
　
1
9
5

　
　
「
群
れ
の
文
化
」
に
絡
め
取
ら
れ
る
「
個
」
の
正
義
　
1
9
8

　
　
今
後
、
日
本
の
原
子
力
は
ど
う
な
る
？
　
２
０
０

Ⅳ
　
官
僚
制
度
の
真
の
闇

　
　
胸
が
痛
む
松
本
・
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
　
２
０
８

　
　
わ
が
贖
罪
　
２
１
３

　
　
事
実
上
、
無
視
さ
れ
続
け
る
「
職
階
制
」
　
２
１
６

　
　
職
階
制
施
行
に
抵
抗
し
た
公
務
員
た
ち
　
２
１
９

　
　
公
務
員
が
気
に
す
る
〝
職
場
能
力
”
と
人
事
権
　
２
２
６

　
　
戦
後
の
官
僚
統
治
に
よ
る
「
日
本
型
市
場
経
済
」
構
造
　
２
３
０

　
　
官
僚
た
ち
の
錯
誤
が
招
い
た
バ
ブ
ル
と
そ
の
崩
壊
　
２
３
４

　
　
国
民
か
ら
の
信
頼
度
は
滅
法
低
い
日
本
の
官
僚
　
２
４
０

　
　
諸
外
国
か
ら
の
日
本
人
官
僚
へ
の
低
評
価
は
職
階
制
に
原
因
　
２
４
３

　
　
東
日
本
大
震
災
が
人
々
に
も
た
ら
し
た
変
化
の
兆
し
　
２
４
９

　
　
日
指
す
は
「
個
の
確
立
の
文
化
」
と
「
群
れ
の
文
化
」
の
両
立
　
2
5
5

　
　
公
務
員
改
革
の
解
決
法
は
す
で
に
あ
る
！
　
２
５
５

　
　
カ
サ
ン
ド
ラ
の
予
言
が
聞
こ
え
る
か
！
？
　
２
5
９
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